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　函館市は北海道の南端部に位置し、北国
としては比較的温暖な気候風土と自然の豊
かさを持ち、南北海道の文化・経済の中心と
して発展してきた。
　日本初の国際貿易港として開港した函館市
は様々な外国文化との接触を経験している。
その影響は今でも、街の通りや西部地域の
町並みに感じることができる。これらの都市
景観、温泉、新鮮で豊富な魚介類は函館に
毎年500万人以上の訪問者を引き付ける観光
資源となっている。特に、函館山山頂からの
眺望は「100万ドルの夜景」と称され、国内だけ
でなく世界でも屈指の人気と知名度を誇り
旅行ガイド「ミシュラン・グリーンガイド・ジャポ
ン」でも、三つ星として紹介されている。

　また、本市は2004年12月に周辺4自治体と
合併し、国内でも主要な水産都市の一つと
なった。

　さらに、2016年3月には北海道新幹線の新
青森～新函館北斗間が開業し、東京駅から
の最短所要時間が3時間58分となり、この年
の観光客は前年度比13.3％増加し560万7千
人と過去最高となった。
　なお、地名の由来としては室町時代の享徳
3年(1454年)、津軽の豪族 河野政通が宇須岸
(ウスケシ：アイヌ語で湾の端の意)と呼ばれて
いた漁村に館を築き、この館が箱に似ている
ところから「箱館」と呼ばれることになった。
この館跡は今の基坂を登ったところにある。
　明治2年(1869年)、蝦夷が北海道となり、
箱館も函館と改められた。

�.ਫಓۀࣄͷ֓ཁ
　函館市は、天然の良港に恵まれ、早くから
本州と北海道を結ぶ交通の要衝として発展
してきた。安政6(1859 )年発効の日米修好
通商条約により横浜、長崎とともに開港し、
その後市勢が急速に発展したが、当時の
函館は水利の便が悪く、日常の飲料水にも
事欠き、さらには度重なる大火や、コレラなどの
伝染病により多くの犠牲者を出していた。
　このため、水道創設の要望が市民の間に
高まり、明治21 ( 1 8 8 8 )年に水道創設事業
に着手し、横浜に次ぐ日本で2番目の近代
水道として、翌22 ( 1889 )年に完成した。ち函館市企業局
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3.文教通改良工事に伴う旭岡系配水本管
移設工事の概要
　旭岡浄水場は、旧函館地域（平成16年の
市町村合併以前に函館市であった市内中心部）
へ水を供給する3つの浄水場のうちの一つ
で、主たる水源を松倉川として日量40,000㎥
を取水しており、浄水処理能力は1日最大
50,000㎥を有している。
　旭岡浄水場で浄水された水を旭岡配水池
で貯留し、各配水区域へ送水する旭岡系配水
本管は、市内約30％の水を配水する重要幹線
の一つである。
　一方で、湯の川橋付近の渋滞解消策の
一環として、北海道が整備を進めている函館
市内の都市計画道路「文教通改良工事
（図3）」建設に伴い、第二滝の沢橋橋梁架替
工事の鋼矢板圧入の際に支障となる旭岡系

ダクタイル鉄管

配水本管φ800の一部を移設する必要が生
じた。
　本稿は、移設先にある河川(湯の川)横断を
ヒューム管推進後にPN形ダクタイル鉄管で
パイプ･イン･パイプする工事（河底横過トン
ネル）について報告するものである。
　既設管と移設配管ルートの概要を図4に、
橋梁架替工事による鋼矢板設置状況を図5、
鋼矢板圧入と河川横断配管の位置関係を
図6に示す。
（1）河川横断工法の選定
　移設ルート上にある湯の川の横断につい
ては、水管橋と河底横過トンネルの両者で比較
検討を行った。結果、配水本管の補修が必要
になった際の課題はあるが、補修作業頻度が
極めて低いと想定できること、また、イニシャル
コスト・ランニングコストが抑えられること、

さらには、施工時期を想定できることにより
他工事への影響を与えないことから、河底
横過トンネルによる構造形式とした。比較検討
結果を表1に示す。

図3　文教通改良工事概要図 図4　旭岡系配水本管移設工事概要図（施工位置図）
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なみに、横浜の上水道を設計・監督したのは
英国人であり、函館は日本人設計の上水道
としては日本初となる。
　その後、人口の増加や生活水準の向上、
産業経済の発展などにより、水需要が急激に
増加したため、6次にわたる拡張事業を実施
し、水源の確保や浄水場、配水池、配水本管
などの整備を進め、昭和54(1979)年に完成
した第6次拡張事業により量的な安定期を
迎えた。
　平成4(1992)年以降は、水道未普及地域
の解消に向けた給水区域の拡張や、平成
16(2004 )年の戸井町、恵山町、椴法華村、
南茅部町との合併により引き継いだ9事業の
簡易水道における水道施設の整備・更新
などを行い、平成27(2015 )年度末における
本市の水道普及率は99.9％となった。
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ダクタイル鉄管

図5　既設配水本管と鋼矢板設置位置（平面図）

表1　河川横断工法比較表

図6　鋼矢板圧入と河川横断配管（縦断図）
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水管橋（案）
CASE1 CASE3CASE2（ホロー桁形式）

河底横過トンネル（案）

概
略
図

管
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事
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合
評
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・送水本管（外側）の目視点検が容易 
　である。

・送水本管（外側）の目視点検が容易
　である。

・鞘管と本管の空隙を充填すること
　により、本管の耐食性を保つことが
　できる。

・点検が容易である（目視ができる）。
・維持補修は比較的容易である。

・点検が容易である（目視ができる）。
・維持補修は比較的容易である。

・河川横断部は地中構造物となり
　管理用道路に与える影響がない。
・全て地中構造物となり地上に構造
　物がなく景観上の問題がない。
・維持管理頻度が少なくて済む。

・地上構造物となり民家に近接してい
　るので、住民に圧迫感を与える。
・定期的に塗装等の維持補修が必要
　である。
・施工時に仮締切りが発生し、施工時
　期および施工法について制約を受
　ける。
・用地買収が必要となり、買収対象者
　との交渉から移転完了までに要す
　る期間の想定が困難である。

・地上構造物となり民家に近接して
いるので、住民に圧迫感を与える。
・定期的に塗装等の維持補修が必要
である。
・施工時に仮締切りが発生し、施工時
期および施工法について制約を受け
る。
・用地買収が必要となり、買収対象者
との交渉から
移転完了までに要する期間の想定が
困難である。

・埋設管の状態確認ができない。
・破損時の補修が困難。
・施工時に推進用の発進・到達立坑
の仮設が必要であり、施工時期およ
び施工法について制約を受ける。

①上部工②下部工③不断水工
④開削工（接続）⑤用地買収費（下流
側）⑥家屋補償費

①上部工②添架管工③下部工
④不断水工⑤開削工(接続)⑥用地買
収費（下流側）⑥家屋補償費

①推進工②仮設工③不断水工
④開削工（接続）

合計　122％ 合計　108％ 合計　100％

× △ ○
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2）さや管径の決定（一次覆工）
　河川横断部については、「河川管理施設等
構造令」、「工作物設置許可基準」より、二重
管構造となる。さや管径は、本管へのキャス
ター取付等の余裕が必要であることから

（4）規格改正後のPN形採用の経緯
　従来のPN形は、ロックリングを受口外面に
設けた長穴から挿入し、セットボルトによって
ロックリングを挿し口外面に締め付ける構造
だった（図8）。一方、平成29年10月にJDPA
規格で改正となったPN形は、ロックリングに
テーパを設けることにより継手に抜け出し力

3）管種の選定（二次覆工）
　配水本管径φ800について、ダクタイル鉄管
と鋼管の直接工事費を概算比較した（図7）｡

ダクタイル鉄管

図8　従来のPN形 図9　JDPA規格改正後のPN形(φ800)

図7　概算工事費の比較

表2　本管径φ800とした場合のさや管径

2019.11 第105号 文教通改良工事に伴う旭岡系配水本管移設工事事例

本管
管種

さや管径
（㎜）

本管外径
D5（㎜）

片側余裕
（㎜） 適用

PN形 900

1000

1100

1200

1000

862.8

862.8

1039.0

1039.0

812.8

18.6

68.6

30.5

80.5

93.6

×
○

×
○

○

PN形

NS形

NS形

鋼管

片側での余裕幅を50㎜以上で適用可能と
した。結果、PN形および鋼管はφ1000、NS形
はφ1200のさや管径として検討を進めた。
表2に本管径をφ800とした場合のさや管径
適用の可否をまとめた。

さらには各種特徴を整理し総合的に検討した
結果､φ800配水本管については､PN形ダク
タイル鉄管を採用することとした。

が働いた場合にロックリングが挿し口外面に
抱き付く構造となっている（図9）。これにより、
ロックリング挿入のための油圧ジャッキを別途
用意する必要もなく、セットボルトの締め付け
もないことから施工性に優れていると判断し、
規格改正後まもなくで実績も少ない状況で
あったが、新しいPN形を採用することとした。
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5.おわりに
　旭岡系配水本管は本市の基幹管路で、
令和8（2026）年度までに他系統の基幹管路も
含め約7㎞を計画的に更新する予定である。
さらに、水道施設を含めた全体の機能維持を
図るため、将来の水需要に対応した施設規模の
見直しや供給区域などの検討を行い計画的、
効果的な老朽施設の更新を進めている。
　現在、人口減少などに伴う水需要の減少、
施設の老朽化や自然災害による影響など、上下
水道事業を取り巻く環境は大きく変化している。
このような状況においても、上下水道施設は
市民生活や社会経済活動を支える重要な
ライフラインであることから、安全・安心な生活
環境の維持に寄与するため､これまで構築して
きた上下水道システムのさらなる質的向上を
推進し、次世代に自信を持って引き継いで
いきたいと考えている。

ダクタイル鉄管

写真1　発進立坑

写真2　φ1000ヒューム管推進状況

写真3　発進立坑内PN形管吊り降ろし

写真4　φ800PN形さや管内挿入状況 写真7　立坑内NS形配管(振れ止め材)

写真5　エアモルタル充填完了

写真6　立坑内NS形管吊り降ろし

2019.11 第105号

4.施工結果
　写真1～7に施工状況写真を示す。なお、
写真4で確認できるとおり、管本体には簡易
キャスター付きバンドを1本あたり2個設置する
ことで推力低減を図り、推進延長も短いこと
から油圧ジャッキを使わずに、管を吊りながら、
継手接合後に、レバーホイストでヒューム管内に
PN形ダクタイル鉄管を順次挿入した。
　また、写真6、7の立坑内配管は直管2本、
切管1本で配管され、立ち上げ高さは約14ｍ
あった。施工時には、管吊り降ろし後、振れ止め
のためNS形受口に取り付けたチェーンロープ
をライナープレートの壁まで伸ばしレバー
ホイストで張力を一定に保った。その後、受口
近傍まで土で埋戻したのち、振れ止め材を取り
外し、次に接合する管を吊り降ろす。この作業
を繰り返し施工した。立坑内配管終了後には、
地上で管路全体の充水試験を行い圧力降下
などの異常がないことを確認した。
　以上、本工事は、予定どおりイニシャルコスト
を抑え、他工事へ影響を与えることなく、無事に
施工を終えることができた。
　なお、今後の計画としては、令和元（2019）
年度に既設管との不断水連絡工、令和2年度
に既設配水本管撤去工、令和3年度に橋梁
架替工事を計画している。

文教通改良工事に伴う旭岡系配水本管移設工事事例

簡易キャスターバンド

振れ止め材
（チェーンロープ）
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�.͸͡Ίʹ
　京都市の水道事業は1912年（明治45年）
の蹴上浄水場の給水開始から始まり、その
後、本市の発展に伴う水需要の増大に対応
するため、８期にわたる施設能力の拡大と
管路の延伸に注力した結果、1996年（平成8年）
度には施設能力が10 5万㎥/日となった。
以降、節水型社会の進展・定着による水需要
の減少を踏まえ、2012年（平成24年）度末に
山ノ内浄水場を廃止する等施設規模の適正
化を図り、2017年（平成29年）に統合した山間
地域を含め、施設能力は79.1万㎥/日となって
いる（2018年（平成30年）度末時点）。
　本市の水道事業の特徴としては、山間地域
を除くほとんどの地域での琵琶湖を水源とする
安定した水量の確保と高低差のある地形の

利用があげられる（図１、２参照）。
　水道原水は主に琵琶湖から琵琶湖疏水を
通じて自然流下で各浄水場に運んでいる。
また、本市の地形は北から南へと傾斜しており、
この地形の高低差を利用することで、市内
全体の約４割の水道水を各浄水場から自然
流下のみでお客様に供給している。
　本市では、蹴上、松ケ崎及び新山科の３浄水
場からの給水で区域分けし、さらに地盤高で
区分した大ブロック（標高順に、特最高区･
最高区･高区･低区）と、各配水池からの幹線
配水管（呼び径350以上）で区分した中ブロック
に分けて管理している。

京都市上下水道局

水道管路課

橋井　巧

京都市上下水道局

水道管路課

橋井　巧

ダクタイル鉄管 2019.11 第105号 既設導水管を利用した呼び径1000 PN形ダクタイル鉄管のパイプ･イン･パイプ（PIP）施工事例

既設導水管を利用した
呼び径1000 PN形ダクタイル鉄管の
パイプ･イン･パイプ（PIP）施工事例

Technical Report ٕज़Ϩϙʔτ02 

図2　京都市給水区域図

図1　高低差のある地形を利用
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２．現状の課題
　節水型社会の定着等により、水需要はピーク
時から２割程度減少しており、今後の人口減少
に伴う料金収入減で、必要な財源の確保が
困難となる懸念がある。
　一方、1965年（昭和40年）頃以降の事業
拡張期に整備した大量の管路や浄水施設の
老朽化が進み、改良・更新時期を迎えている
ことから、限られた財源を有効に活用し、緊急
度、重要度を勘案し、出来る限り事業費の
平準化を図り、優先順位の高い事業から計画的
に実施する必要がある。

　こうした状況から、2018年（平成30年）３月に
「京(みやこ)の水ビジョン」を策定し、老朽化が
進む配水管の更新及び耐震化を推進すると
ともに、地震等の災害により一部の幹線配水管
が破損した場合でも、給水が継続できるよう、
隣接する給水区域の相互融通を可能とする
連絡幹線配水管を整備し、バックアップ機能の
強化を図っている。
　本稿では、蹴上浄水場と新山科浄水場の
間で水道水を相互融通するために進めている
「御池連絡幹線配水管布設工事」について
報告する。

ダクタイル鉄管

３．御池連絡幹線配水管整備事業の概要
3-1.事業の背景・目的
　本市では、水需要に応じた施設規模の
適正化及び施設の再編に取り組んでおり、
2012年（平成24年）度末に山ノ内浄水場を
廃止し、従来の４浄水場体制から蹴上、松ケ崎
及び新山科の３浄水場体制へ移行した。
　山ノ内浄水場の廃止に当たり、それまで
山ノ内浄水場が受け持っていた区域に給水を

継続するため、山ノ内ポンプ場を建設したが、
当該ポンプ場への送水は新山科浄水場からの
１系統のみである。また、当該系統は、市内で
最も長距離の送水となっているため、バック
アップ機能の強化を図る必要があった。
　そこで、山ノ内浄水場の廃止に伴い不要と
なった導水管（呼び径1650）を利用し、御池連絡
幹線配水管を整備することとした（図４参照）。

図3　連絡幹線配水管による給水のバックアップ機能の強化イメージ

図４　御池連絡幹線配水管布設工事（概要図）

既設導水管を利用した呼び径1000 PN形ダクタイル鉄管のパイプ･イン･パイプ（PIP）施工事例2019.11 第105号

相互融通による
バックアップ機能強化
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平準化を図り、優先順位の高い事業から計画的
に実施する必要がある。

　こうした状況から、2018年（平成30年）３月に
「京(みやこ)の水ビジョン」を策定し、老朽化が
進む配水管の更新及び耐震化を推進すると
ともに、地震等の災害により一部の幹線配水管
が破損した場合でも、給水が継続できるよう、
隣接する給水区域の相互融通を可能とする
連絡幹線配水管を整備し、バックアップ機能の
強化を図っている。
　本稿では、蹴上浄水場と新山科浄水場の
間で水道水を相互融通するために進めている
「御池連絡幹線配水管布設工事」について
報告する。

ダクタイル鉄管

３．御池連絡幹線配水管整備事業の概要
3-1.事業の背景・目的
　本市では、水需要に応じた施設規模の
適正化及び施設の再編に取り組んでおり、
2012年（平成24年）度末に山ノ内浄水場を
廃止し、従来の４浄水場体制から蹴上、松ケ崎
及び新山科の３浄水場体制へ移行した。
　山ノ内浄水場の廃止に当たり、それまで
山ノ内浄水場が受け持っていた区域に給水を

継続するため、山ノ内ポンプ場を建設したが、
当該ポンプ場への送水は新山科浄水場からの
１系統のみである。また、当該系統は、市内で
最も長距離の送水となっているため、バック
アップ機能の強化を図る必要があった。
　そこで、山ノ内浄水場の廃止に伴い不要と
なった導水管（呼び径1650）を利用し、御池連絡
幹線配水管を整備することとした（図４参照）。

図3　連絡幹線配水管による給水のバックアップ機能の強化イメージ

図４　御池連絡幹線配水管布設工事（概要図）
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相互融通による
バックアップ機能強化
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3-2.工区及び進捗状況
　御池連絡幹線配水管は、京都市中心部を
東西に走る幹線道路である御池通（おいけど
おり）に位置し、2022年（令和4年）度の完成に
向けて2015年（平成27年）度から全長約
4.6kmの区間を７工区に分割して、布設工事を
進めている(表１参照)。これらの工事の大部分

は、呼び径1650の既設管内に新設管を布設
するパイプ・イン・パイプ工法（以下、PIP工法）
で計画している。新設管は、浄水場の施設能力
に基づく応援可能水量や水質保全（残留
塩素確保）の観点から呼び径1000とした。
　2019年（令和元年）８月現在、７工区の内３工
区が完成し、進捗は全体の約20％である。

3-3.工法の選定
　御池連絡幹線配水管布設工事ではPIP
工法を採用しているが、ここでは当該工法の
選定に至った検討例について紹介する。
　一般に、配水管の布設工法は開削工法と
非開削工法に分けられ、さらに非開削工法
には、PIP工法、推進工法、シールド工法等が

あるが、各工法の適用性及び経済性を比較した
結果、既設の休止導水管（呼び径1650鋳鉄
管）を利用したPIP工法の採用が最も合理的
であると判断した。（表２参照）
　なお、本市では、PIP工法を採用する場合
には、原則として鋼管より安価なダクタイル
鉄管を採用している。

ダクタイル鉄管

４．ダクタイル鉄管によるパイプ・イン・
　 パイプ工法
4-1.PN形ダクタイル鉄管
　PIP工法用の耐震型ダクタイル鉄管には、
離脱防止力1.5DkN（Dは呼び径を示す）の
PⅡ形と後発で開発された離脱防止力３DkN
のPN形があったが、現在はPN形が主に使用
されている。
　また、PN形は、従来はロックリングを受口外面

の長穴から継手内に挿入する方式であったが、
現在は受口内面にロックリングを預けて接合
する方式とする等、接合性の改善が図られて
いる（ここでは、便宜上、長穴のあるタイプを
「従来PN形」、長穴のないタイプを「現行PN形」
と呼ぶこととする。図５参照）。
　御池連絡幹線配水管布設工事では、その
２～３工区では「従来PN形」で工事を行い、その
４工区の工事以降は「現行PN形」を採用する。表１　工区及び進捗状況

既設導水管を利用した呼び径1000 PN形ダクタイル鉄管のパイプ･イン･パイプ（PIP）施工事例2019.11 第105号

表２　工法選定の検討例

図５　ＰＮ形ダクタイル鉄管の継手構造

【従来ＰＮ形管】　
※長穴あり
　離脱防止力：3ＤｋＮ

【現行ＰＮ形管】　
※長穴なし
　離脱防止力：3ＤｋＮ

採　　否

工　　法 PIP工法 開削工法 推進工法・シールド工法

経 済 性
施 工 性

適 用 性

採用 不採用 不採用

○ △ ×

○ × △

・立坑部以外は､交通への影響や
　他企業埋設物への影響がない
・既設休止管（呼び径1650）が
　さや管として利用できる

・幹線道路下であり､交通への影響
　が大きい
・上水､下水､電力等の埋設物が多く､
　上越し･下越しする物理的スペース
　がない

・地下駐車場､地下街があり､土
　被り3.5m以深は施工不可
・更に地下鉄があり､下越しは土被り
　20m以上となり維持 管理が困難

工　　法

工　　法

その１ その2 その3 その4 その5 その6 その7

進捗･計画

延　　長

開削

2015年度
完成済み

2017年度
完成済み

2018年度
完成済み

工事中
2020年度
完成予定

工事中
2020年度
完成予定

計画中
2021年度
完成予定

計画中
2022年度
完成予定

25m 510m 660m 1000m 630m 1100m 700m

PIP押込 PIP持込 PIP持込 検討中PIP押込・持込
外面長穴
（ロックリング挿入用）

ロックリング
セットボルト
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3-2.工区及び進捗状況
　御池連絡幹線配水管は、京都市中心部を
東西に走る幹線道路である御池通（おいけど
おり）に位置し、2022年（令和4年）度の完成に
向けて2015年（平成27年）度から全長約
4.6kmの区間を７工区に分割して、布設工事を
進めている(表１参照)。これらの工事の大部分

は、呼び径1650の既設管内に新設管を布設
するパイプ・イン・パイプ工法（以下、PIP工法）
で計画している。新設管は、浄水場の施設能力
に基づく応援可能水量や水質保全（残留
塩素確保）の観点から呼び径1000とした。
　2019年（令和元年）８月現在、７工区の内３工
区が完成し、進捗は全体の約20％である。

3-3.工法の選定
　御池連絡幹線配水管布設工事ではPIP
工法を採用しているが、ここでは当該工法の
選定に至った検討例について紹介する。
　一般に、配水管の布設工法は開削工法と
非開削工法に分けられ、さらに非開削工法
には、PIP工法、推進工法、シールド工法等が

あるが、各工法の適用性及び経済性を比較した
結果、既設の休止導水管（呼び径1650鋳鉄
管）を利用したPIP工法の採用が最も合理的
であると判断した。（表２参照）
　なお、本市では、PIP工法を採用する場合
には、原則として鋼管より安価なダクタイル
鉄管を採用している。

ダクタイル鉄管

４．ダクタイル鉄管によるパイプ・イン・
　 パイプ工法
4-1.PN形ダクタイル鉄管
　PIP工法用の耐震型ダクタイル鉄管には、
離脱防止力1.5DkN（Dは呼び径を示す）の
PⅡ形と後発で開発された離脱防止力３DkN
のPN形があったが、現在はPN形が主に使用
されている。
　また、PN形は、従来はロックリングを受口外面

の長穴から継手内に挿入する方式であったが、
現在は受口内面にロックリングを預けて接合
する方式とする等、接合性の改善が図られて
いる（ここでは、便宜上、長穴のあるタイプを
「従来PN形」、長穴のないタイプを「現行PN形」
と呼ぶこととする。図５参照）。
　御池連絡幹線配水管布設工事では、その
２～３工区では「従来PN形」で工事を行い、その
４工区の工事以降は「現行PN形」を採用する。表１　工区及び進捗状況

既設導水管を利用した呼び径1000 PN形ダクタイル鉄管のパイプ･イン･パイプ（PIP）施工事例2019.11 第105号

表２　工法選定の検討例

図５　ＰＮ形ダクタイル鉄管の継手構造

【従来ＰＮ形管】　
※長穴あり
　離脱防止力：3ＤｋＮ

【現行ＰＮ形管】　
※長穴なし
　離脱防止力：3ＤｋＮ

採　　否

工　　法 PIP工法 開削工法 推進工法・シールド工法

経 済 性
施 工 性

適 用 性

採用 不採用 不採用

○ △ ×

○ × △

・立坑部以外は､交通への影響や
　他企業埋設物への影響がない
・既設休止管（呼び径1650）が
　さや管として利用できる

・幹線道路下であり､交通への影響
　が大きい
・上水､下水､電力等の埋設物が多く､
　上越し･下越しする物理的スペース
　がない

・地下駐車場､地下街があり､土
　被り3.5m以深は施工不可
・更に地下鉄があり､下越しは土被り
　20m以上となり維持 管理が困難

工　　法

工　　法

その１ その2 その3 その4 その5 その6 その7

進捗･計画

延　　長

開削

2015年度
完成済み

2017年度
完成済み

2018年度
完成済み

工事中
2020年度
完成予定

工事中
2020年度
完成予定

計画中
2021年度
完成予定

計画中
2022年度
完成予定

25m 510m 660m 1000m 630m 1100m 700m

PIP押込 PIP持込 PIP持込 検討中PIP押込・持込
外面長穴
（ロックリング挿入用）

ロックリング
セットボルト
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５．御池連絡幹線配水管布設工事の事例
5-1. その３工区の例（押込・持込工法区間）
①その３工区の施工
　その３工区では、京都市中京区の御池通で
西小路通から西大路通までの約660mのPIP
工事を実施した（図７参照）。当該工区では

区間中央部付近に既設管の地下道下越し部
があるため、下越し部の両側にそれぞれ立坑
を設けて、PN形ダクタイル鉄管による押込PIP
工法で施工した。なお、下越し部は鋼管による
持込PIP工法で施工した。

②管材の選定
　その３工区での管材比較を表３に示す。
これにより、PN形ダクタイル鉄管（押込工法）を
基本とすることとした。

ダクタイル鉄管

図７　その３工区の施工概要図
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表３　管材の比較

※No.４、No.５立坑は既設バタフライ弁があったため、バタフライ弁を撤去して通過立坑とした。

4-2.押込工法と持込工法
　PIP工法には押込工法と持込工法の２つの
方法がある（図６参照）。押込工法は、発進
立坑内で新管を接合し、順次さや管内に挿入
していく工法で、直線又はＲの大きな曲線区間に
適用される。持込工法は、バッテリーカー等を
用いて新管をさや管内に持ち込み、さや管内で

順次接合していく工法で、新管の運搬が可能な
範囲で比較的Ｒの小さな曲線へも適用できる。
　御池連絡幹線配水管布設工事では、その
２・その３工区では押込工法を採用し、その４・
その５工区では持込工法を採用した。
　なお、ダクタイル鉄管で施工が難しい急曲
線部のみ鋼管の持込工法を採用した。

図６　押込工法・持込工法の一般的特徴

総合評価
耐用年数
施工期間

施工実績

施 工 性

工 事 費

概　　要
工　　法

◎

○

80年

○

△

70年
２か月（配管工事のみ） 10か月（配管工事のみ）

小口径から大口径まで一般的に広く採用されている

・立坑内で接合し挿入するため施工性に優れる
・継手接合に特殊な技能を必要とせず、メカニカル  
　継手のため、溶接よりも接合時間が短い
・ロックリングを管外から挿入する工具が必要
 ※従来PN形のため
・重量が比較的重い

発進立坑内で新管を接合し、順次さや管内へ挿入
施工する

新管をウィンチでさや管内に引き込み、さや管内で
溶接により新管を順次接合する

・既設管内での溶接､塗装作業及び換気が必要
・溶接作業には高度な技術が必要であり、ダクタイル
　鉄管よりも時間を要する
・現地溶接部に超音波探傷検査が必要
・ダクタイル鉄管で施工ができない急曲線に対応可能
・重量が比較的軽い

管内で作業を行うため口径は800mm以上必要

PN形ダクタイル鉄管（押込） 鋼管（持込）

西
大
路
通

西
小
路
通

佐
井
通

（新設）PN形ダクタイル鉄管
∅1000×332m

（新設）PN形ダクタイル鉄管
∅1000×289m

（新設）鋼管
∅1000×38m

No.2
到達発進立坑

No.1
発進立坑

No.6
発進立坑

No.4
通過立坑

No.5
通過立坑

No.3
発進到達立坑

御池通

【押込工法】

【持込工法】 ＜長所＞
・新管の運搬が可能な範囲で比較的Ｒの
　小さな曲線へも適用できる
・さや管と新管の口径差が３口径差から
　施工可能

＜短所＞
・管内作業のため、新管口径は700mm
　以上が対象

＜長所＞
・さや管と新管の口径差が１口径差でも
　施工可能
・継手の補強タイプのラインナップが豊富

＜短所＞
・Ｒの小さな曲線に適用できない 地

下
道
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５．御池連絡幹線配水管布設工事の事例
5-1. その３工区の例（押込・持込工法区間）
①その３工区の施工
　その３工区では、京都市中京区の御池通で
西小路通から西大路通までの約660mのPIP
工事を実施した（図７参照）。当該工区では

区間中央部付近に既設管の地下道下越し部
があるため、下越し部の両側にそれぞれ立坑
を設けて、PN形ダクタイル鉄管による押込PIP
工法で施工した。なお、下越し部は鋼管による
持込PIP工法で施工した。

②管材の選定
　その３工区での管材比較を表３に示す。
これにより、PN形ダクタイル鉄管（押込工法）を
基本とすることとした。

ダクタイル鉄管

図７　その３工区の施工概要図

既設導水管を利用した呼び径1000 PN形ダクタイル鉄管のパイプ･イン･パイプ（PIP）施工事例2019.11 第105号

表３　管材の比較

※No.４、No.５立坑は既設バタフライ弁があったため、バタフライ弁を撤去して通過立坑とした。

4-2.押込工法と持込工法
　PIP工法には押込工法と持込工法の２つの
方法がある（図６参照）。押込工法は、発進
立坑内で新管を接合し、順次さや管内に挿入
していく工法で、直線又はＲの大きな曲線区間に
適用される。持込工法は、バッテリーカー等を
用いて新管をさや管内に持ち込み、さや管内で

順次接合していく工法で、新管の運搬が可能な
範囲で比較的Ｒの小さな曲線へも適用できる。
　御池連絡幹線配水管布設工事では、その
２・その３工区では押込工法を採用し、その４・
その５工区では持込工法を採用した。
　なお、ダクタイル鉄管で施工が難しい急曲
線部のみ鋼管の持込工法を採用した。

図６　押込工法・持込工法の一般的特徴

総合評価
耐用年数
施工期間

施工実績

施 工 性

工 事 費

概　　要
工　　法

◎

○

80年

○

△

70年
２か月（配管工事のみ） 10か月（配管工事のみ）

小口径から大口径まで一般的に広く採用されている

・立坑内で接合し挿入するため施工性に優れる
・継手接合に特殊な技能を必要とせず、メカニカル  
　継手のため、溶接よりも接合時間が短い
・ロックリングを管外から挿入する工具が必要
 ※従来PN形のため
・重量が比較的重い

発進立坑内で新管を接合し、順次さや管内へ挿入
施工する

新管をウィンチでさや管内に引き込み、さや管内で
溶接により新管を順次接合する

・既設管内での溶接､塗装作業及び換気が必要
・溶接作業には高度な技術が必要であり、ダクタイル
　鉄管よりも時間を要する
・現地溶接部に超音波探傷検査が必要
・ダクタイル鉄管で施工ができない急曲線に対応可能
・重量が比較的軽い

管内で作業を行うため口径は800mm以上必要

PN形ダクタイル鉄管（押込） 鋼管（持込）

西
大
路
通

西
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路
通

佐
井
通

（新設）PN形ダクタイル鉄管
∅1000×332m

（新設）PN形ダクタイル鉄管
∅1000×289m

（新設）鋼管
∅1000×38m
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ダクタイル鉄管

写真１　既設管内インバート工の状況 写真２　管挿入状況

写真３　立坑内の配管状況

③施工結果
　その３工区は当初設計どおり、既設の休止
導水管（呼び径1650）内に、呼び径1000 PN形
ダクタイル鉄管を押込工法にて挿入し、工期内
に無事完了することができた。
　当該工事では、既設管内底部に帯状の
コンクリートを打設するインバート工を実施
（写真１）することで、新管挿入時に既設管の

継手段差等による挿入抵抗力の低減を図った。
また、インバートが挿入管を誘導する役割を
果たしたことで管挿入が安定し、挿入速度が
上がったため、通常よりも工期を短縮することが
できた。挿入結果を表４に示す。本工事は、
既設管口径が大きく、さらに、既設管に対する
新管の口径差が大きい好条件であったため、
インバート工の施工が可能となった。

既設導水管を利用した呼び径1000 PN形ダクタイル鉄管のパイプ･イン･パイプ（PIP）施工事例2019.11 第105号

表４　挿入工の結果

5-2. その５工区の例（持込工法区間）
①その５工区の計画
　その５工区では、京都市中京区の御池通で
高倉通から河原町通までの約630mのPIP工事
を実施予定である（図８参照）。当該工区は、
片側３車線の幹線道路であり、交通量は非常
に多く、バス路線となっている。また、他工区と

同様に地下鉄、地下駐車場、地下街があり、
土被り3.5m程度以深は占用スペースがない。
　さらに、当該工区では既設管（呼び径1650）
に複数の伏せ越し、切り回し箇所があり、複数の
5.625°～45°曲管が存在するため、PIP持込
工法で施工することとした。

図８　その５工区の計画概要図
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ダクタイル鉄管

写真１　既設管内インバート工の状況 写真２　管挿入状況

写真３　立坑内の配管状況

③施工結果
　その３工区は当初設計どおり、既設の休止
導水管（呼び径1650）内に、呼び径1000 PN形
ダクタイル鉄管を押込工法にて挿入し、工期内
に無事完了することができた。
　当該工事では、既設管内底部に帯状の
コンクリートを打設するインバート工を実施
（写真１）することで、新管挿入時に既設管の

継手段差等による挿入抵抗力の低減を図った。
また、インバートが挿入管を誘導する役割を
果たしたことで管挿入が安定し、挿入速度が
上がったため、通常よりも工期を短縮することが
できた。挿入結果を表４に示す。本工事は、
既設管口径が大きく、さらに、既設管に対する
新管の口径差が大きい好条件であったため、
インバート工の施工が可能となった。

既設導水管を利用した呼び径1000 PN形ダクタイル鉄管のパイプ･イン･パイプ（PIP）施工事例2019.11 第105号

表４　挿入工の結果

5-2. その５工区の例（持込工法区間）
①その５工区の計画
　その５工区では、京都市中京区の御池通で
高倉通から河原町通までの約630mのPIP工事
を実施予定である（図８参照）。当該工区は、
片側３車線の幹線道路であり、交通量は非常
に多く、バス路線となっている。また、他工区と

同様に地下鉄、地下駐車場、地下街があり、
土被り3.5m程度以深は占用スペースがない。
　さらに、当該工区では既設管（呼び径1650）
に複数の伏せ越し、切り回し箇所があり、複数の
5.625°～45°曲管が存在するため、PIP持込
工法で施工することとした。

図８　その５工区の計画概要図

高
倉
通

堺
町
通

柳
馬
場
通

富
小
路
通

麹
屋
町
通

御
幸
町
通

寺
町
通

஑௨ޚ

河
原
町
通

ʢ৽ઃʣ1/ܗダクタイル鉄管
⾘����×187m

ʢ৽ઃʣ߯ 管
⾘����×39m

ʢ৽ઃʣ߯ 管
⾘����×32m

ʢ৽ઃʣ߯ 管
⾘����×114m

/P��
౸ୡൃਐཱ޵

/P��
྆ൃਐཱ޵

/P��
྆ൃਐཱ޵

/P��
௨աཱ޵

ʢ৽ઃʣ߯ 管
⾘����×5m

ʢ৽ઃʣ߯ 管
⾘����×20m

ʢ৽ઃʣ1/ܗダクタイル鉄管
⾘����×79m

ʢ৽ઃʣ1/ܗダクタイル鉄管
⾘����×136m

ʢ৽ઃʣ1/ܗダクタイル鉄管
⾘����×16m

日進量（延長:m）

その３工事
（インバート工あり，直線区間） 30m程度

20m【参考】通常のPIP押込工法
（インバート工なし） ˞ਫಓ࣮ۀࣄ຿ඞܞ	)��
ΑΓ

ダクタイル鉄管�No.105 ダクタイル鉄管�No.10540 41



②管材の選定
　その５工区でPIP工法の経済性を比較した
結果、PN形ダクタイル鉄管の方が鋼管よりも
安価となった。なお、鉛直曲線区間及び11.25°

を超える水平曲線区間については、通過可能
管長等を考慮し、鋼管を用いることとした
（表５参照）。

ダクタイル鉄管

③施工計画
　工期は令和元年８月上旬から令和３年２月
下旬を予定している。
　施工は、夜間で計画しており、令和元年９月
現在、既設管内の清掃を終え、管内調査を
行っているところである。 管内調査は立坑築
造を行う前に既設空気弁室から入って行うこ
とにより、工期の短縮を図っている。

６．おわりに
　「御池連絡幹線配水管布設工事」は、本市の
主要幹線道路での工事となり、従来の開削工事
では交通への影響や、既設の地下埋設物の
ため工事が困難であった。
　そこで、既設の休止導水管を利用したPIP
工法を採用することで、最小限の立坑設置で
施工ができ、市民生活への影響を極力抑え
ながら工事を進めている。
　本稿では、ダクタイル鉄管を用いたPIP工法
として、立坑内で新管を接合して順次既設管内
に挿入することで効率的な施工ができる押込
工法と、押込では挿入できない曲線への適用
もできる持込工法の施工事例について紹介し
た。特に、新たに開発された現行PN形管を用い
ることで、既設管内に新管を運搬し管内接合す
る持込工法の採用が可能となった。
　今後も本市では、地震等の災害に備え、
水道施設整備を進めていくにあたり、最適な
布設工法を検討し、安全・安心な水道水の
安定的な供給に努めていく所存であり、本稿が
水道事業に携わる関係各位の一助となれば
幸いである。

既設導水管を利用した呼び径1000 PN形ダクタイル鉄管のパイプ･イン･パイプ（PIP）施工事例2019.11 第105号

表５　既設曲管（呼び径1650）に対する新管（呼び径1000）の通過可能管長

曲管角度
（既設管）

45°
22.5°

11.25°

5.625°

ー
2.5m

3.0m

5.0m

3.0m
4.0m

5.5m

7.6m

通過可能管長（新管）
PN形ダクタイル鉄管 鋼　管

写真４　立坑設置予定箇所（No.1） 写真５　立坑設置予定箇所（No.4）
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②管材の選定
　その５工区でPIP工法の経済性を比較した
結果、PN形ダクタイル鉄管の方が鋼管よりも
安価となった。なお、鉛直曲線区間及び11.25°

を超える水平曲線区間については、通過可能
管長等を考慮し、鋼管を用いることとした
（表５参照）。
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③施工計画
　工期は令和元年８月上旬から令和３年２月
下旬を予定している。
　施工は、夜間で計画しており、令和元年９月
現在、既設管内の清掃を終え、管内調査を
行っているところである。 管内調査は立坑築
造を行う前に既設空気弁室から入って行うこ
とにより、工期の短縮を図っている。

６．おわりに
　「御池連絡幹線配水管布設工事」は、本市の
主要幹線道路での工事となり、従来の開削工事
では交通への影響や、既設の地下埋設物の
ため工事が困難であった。
　そこで、既設の休止導水管を利用したPIP
工法を採用することで、最小限の立坑設置で
施工ができ、市民生活への影響を極力抑え
ながら工事を進めている。
　本稿では、ダクタイル鉄管を用いたPIP工法
として、立坑内で新管を接合して順次既設管内
に挿入することで効率的な施工ができる押込
工法と、押込では挿入できない曲線への適用
もできる持込工法の施工事例について紹介し
た。特に、新たに開発された現行PN形管を用い
ることで、既設管内に新管を運搬し管内接合す
る持込工法の採用が可能となった。
　今後も本市では、地震等の災害に備え、
水道施設整備を進めていくにあたり、最適な
布設工法を検討し、安全・安心な水道水の
安定的な供給に努めていく所存であり、本稿が
水道事業に携わる関係各位の一助となれば
幸いである。

既設導水管を利用した呼び径1000 PN形ダクタイル鉄管のパイプ･イン･パイプ（PIP）施工事例2019.11 第105号

表５　既設曲管（呼び径1650）に対する新管（呼び径1000）の通過可能管長
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̍ɽ͸͡Ίʹ
　北海道営工業用水道事業は、室蘭地区
工業用水道（以下｢室蘭工水｣という。）が
昭和42（1967）年度に給水開始して以降、

昭和45（1 9 7 0）年度に苫小牧地区第一
工業用水道、昭和54年度に苫小牧地区第二
工業用水道、平成11年度に苫小牧東部地区

第一工業用水道、石狩湾新港地域工業用
水道がそれぞれ給水を開始し、その後、事業
統合を経て、現在は３事業によって、各地域の
製造業を中心とする工場に工業用水を給水
している（図１）。
　工業用水道施設をはじめ、道路・河川・橋
梁といったインフラは、我が国の高度経済成
長期以降に集中的に整備され、今後一斉に
高齢化を迎える状況であり、将来にわたって利
用者や第三者の安全を確保するためには、こ
れらインフラの維持管理・更新等を着実に推
進することが求められている。
　室蘭工水は、室蘭市、登別市の工業地域
に工業用水を供給することを目的として、昭和
36年に計画給水量150,000㎥/日で事業着
手したが、昭和39年に経済情勢の変動を理
由に需要を見直し、１期100,000㎥/日、２期
50,000㎥/日の分割施工に変更し、昭和42年
11月に一部給水を開始、昭和46年に１期
事業100,000㎥/日が完成している。その後、
国の高度成長政策と相まって工業用水の
需要は伸び、昭和4 7年には契約水量が
100 ,000㎥/日に達し、さらに需要増が見込
まれたことから、２期50 , 0 0 0㎥/日のうち、
15,000㎥/日を拡張することとし、昭和55年
に計画給水量115,000㎥/日とした２期事業が
完成し、現在に至っている。
　給水区域の室蘭市は、北海道南西部に
位置し、太平洋と内浦湾に面し北海道内では
積雪量が少なく比較的温暖な気候である。
また、天然の良港「室蘭港」を擁し、明治40
年に現在の(株)日本製鋼所、明治42年には
日本製鉄(株)室蘭製鉄所の前身が設立され、
「鉄のまち」として発展し、戦後、民需へと

いち早く転換したことなどにより、著しい復興を
果たし、北海道を代表する重化学工業・
港湾都市として発展してきた。
　また、隣接する登別市においても登別温泉
を中心とする全国有数の観光地として、
また、室蘭工業圏を支える良好な生活拠点
として室蘭市と共に発展を続けてきた。
　室蘭工水の水源である幌別ダムは登別市
幌別市街を流れる胆振幌別川の河口から
上流約2 . 5ｋｍ地点に位置しているため、
北海道内では数少ない「海の見えるダム」
のひとつに数えられる。ダムを含む周辺
500haは、鳥獣保護区に指定され良好な自然
環境が保たれているほか、下流では地元
登別市が公園整備を進めているなど、周辺
は近隣住民の憩いの場となっている。

北海道企業局工業用水道課

工業用水道施設

計画グループ主査

泉野　裕幸

北海道企業局工業用水道課

工業用水道施設

計画グループ主査

泉野　裕幸

ダクタイル鉄管 2019.11 第105号 室蘭地区工業用水道における配水管改修について

室蘭地区工業用水道における
配水管改修について

Technical Report ٕज़Ϩϙʔτ03 

北海道企業局工業用水道課
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山下　進

北海道企業局工業用水道課

工業用水道施設

整備担当課長

山下　進

表１　室蘭工水の概要

図１　北海道営工業用水道事業
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̍ɽ͸͡Ίʹ
　北海道営工業用水道事業は、室蘭地区
工業用水道（以下｢室蘭工水｣という。）が
昭和42（1967）年度に給水開始して以降、

昭和45（1 9 7 0）年度に苫小牧地区第一
工業用水道、昭和54年度に苫小牧地区第二
工業用水道、平成11年度に苫小牧東部地区

第一工業用水道、石狩湾新港地域工業用
水道がそれぞれ給水を開始し、その後、事業
統合を経て、現在は３事業によって、各地域の
製造業を中心とする工場に工業用水を給水
している（図１）。
　工業用水道施設をはじめ、道路・河川・橋
梁といったインフラは、我が国の高度経済成
長期以降に集中的に整備され、今後一斉に
高齢化を迎える状況であり、将来にわたって利
用者や第三者の安全を確保するためには、こ
れらインフラの維持管理・更新等を着実に推
進することが求められている。
　室蘭工水は、室蘭市、登別市の工業地域
に工業用水を供給することを目的として、昭和
36年に計画給水量150,000㎥/日で事業着
手したが、昭和39年に経済情勢の変動を理
由に需要を見直し、１期100,000㎥/日、２期
50,000㎥/日の分割施工に変更し、昭和42年
11月に一部給水を開始、昭和46年に１期
事業100,000㎥/日が完成している。その後、
国の高度成長政策と相まって工業用水の
需要は伸び、昭和4 7年には契約水量が
100 ,000㎥/日に達し、さらに需要増が見込
まれたことから、２期50 , 0 0 0㎥/日のうち、
15,000㎥/日を拡張することとし、昭和55年
に計画給水量115,000㎥/日とした２期事業が
完成し、現在に至っている。
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いち早く転換したことなどにより、著しい復興を
果たし、北海道を代表する重化学工業・
港湾都市として発展してきた。
　また、隣接する登別市においても登別温泉
を中心とする全国有数の観光地として、
また、室蘭工業圏を支える良好な生活拠点
として室蘭市と共に発展を続けてきた。
　室蘭工水の水源である幌別ダムは登別市
幌別市街を流れる胆振幌別川の河口から
上流約2 . 5ｋｍ地点に位置しているため、
北海道内では数少ない「海の見えるダム」
のひとつに数えられる。ダムを含む周辺
500haは、鳥獣保護区に指定され良好な自然
環境が保たれているほか、下流では地元
登別市が公園整備を進めているなど、周辺
は近隣住民の憩いの場となっている。
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表１　室蘭工水の概要
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２．室蘭工水の施設概要
　室蘭工水は、幌別ダム（工業用水専用）の
貯水池から取水し、総延長約25kmの配水
管を経て、給水区域内で操業する製造業等

の工場に工業用水を給水している.
（表２、図２）
　年間を通して原水水質が良好なため処理
を行うことなく配水している。

ダクタイル鉄管

３．改修事業の経緯
　平成に入り老朽化したＰＣ管を中心に漏水
が頻発したため、老朽化対策として平成5
（1993）年度から平成8（1996）年度にかけて
実施した第一期改修事業により、ＰＣ管継手部
の補修および2.8kmの改修をおこなった。平成
8（1996）年度から平成17（2005）年度の第二
期改修事業では一期改修事業同様、漏水が
頻発していたＰＣ管と腐食性の高い地域に埋設
され、腐食による漏水が発生したダクタイル
鉄管の老朽化対策として改修をおこなった。
　事業を健全に経営するためには、予防保全の
観点から施設毎の老朽度や耐震性等を適切に
評価し計画的に管路施設の改修を進めることが
重要となる。第三期改修事業では過去の既設
管路の老朽度調査結果をもとに管路の更新
耐震化計画を策定して計画的に改修を実施
している。以下に平成23年度から平成31年度
で実施している第三期改修事業の内容について
報告する。

４．管路の更新計画　
1）管路施設の課題
　室蘭工水の管路施設に関して以下の課題
が挙げられた。
（1）老朽化の進行
　腐食の進行や配水管路の総延長の約６割
が法定耐用年数を超過するなど、今後老朽化
の進行に伴う大規模な漏水事故の発生、給水
停止リスクの増大が懸念される。
（2）企業活動への影響
　配水管に断水が発生した場合、全ての管路
に代替ルートがないことから工業都市室蘭を
代表する企業の生産活動に影響を与える。
（3）二次災害の懸念
　市街地に配水管を布設しているため、漏水
により交通機関や周辺建物への浸水等の二次
災害を引き起こす可能性もある。
（4）健全経営の確保
　事業の健全な経営を継続するためには、
長期間の給水停止や二次災害を伴う重大事故
の未然防止を図る必要があるため、計画的に
管路更新を行う必要がある。

表２　室蘭工水の管路構成（平成24(2012)年度）

図2　室蘭工水の管路図
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2）更新計画の手順
　更新対象管路は以下の手順により選定
した。（図３）
①第二期改修事業以前に改修した管路は、
十分な耐震性および耐食性を備えていること
から更新対象外とする。
②現在の工業用水道施設設計指針に配水管
の管種として記載されていないＰＣ管が残存
しており、老朽化による漏水が発生している
ことと、継手が十分な伸縮性、可とう性を有して
おらず、他の管種と比べ耐震性が劣るため
優先して更新する。

③ダクタイル鉄管と鋼管は、過去に実施した
既設管掘削による管体やボルトナットの腐食
状況調査を整理して現状の老朽度を把握すると
ともに、10年後の老朽度を予測したうえで更新
対象管路を選定する。老朽度把握のために、
各調査個所における腐食状況から、著しく
腐食して更新優先順位が最も高い状態を
老朽度ランクⅠとして、老朽度をランクⅠからⅤに
分類した。
④ランクⅠ・Ⅱを第三期改修事業の更新対象管路
とした。

ダクタイル鉄管 室蘭地区工業用水道における配水管改修について2019.11 第105号

図３　更新対象管路選定フロー
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2）老朽度の将来予測
　老朽度調査結果について、重回帰分析して
10年後の老朽度を予測した（表４）。

3）更新対象管路の選定
　既設管路の老朽度調査結果および老朽度
の将来予測、管路の流量負担率から、更新す
る管路の選定を行った（表５）。

ダクタイル鉄管

表５　更新対象管路の選定

室蘭地区工業用水道における配水管改修について2019.11 第105号

表４　10年後の老朽度評価

※更新対象管路とならなかった室蘭幹線（東室蘭地区）、イタンキ線については継続的に調査を実施する。

室蘭幹線

ブロック名称 ブロック毎の流量ʢྲྀྔෛ୲཰ʣ 更新対象管路※
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ブロック名称 管体
老朽度 評価

ボルト・ナット ◎～△

本輪西日石線
イタンキ線

登別地区

東室蘭地区

輪西地区

ϥϯクᶘ

ϥϯクᶛ

ϥϯクᶗʙᶛ

ϥϯクᶘʙᶛ

ϥϯクᶛ

ϥϯクᶘ

ϥϯクᶙ

ϥϯクᶗʙᶘ

ϥϯクᶗʙᶘ
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1）既設管路の老朽度調査
　ダクタイル鉄管は経年管の機械的性質の
試験結果から、引張強さおよび伸びともに当時
の仕様書の規格値内にあることが報告されて
いる（※1）。これより、ダクタイル鉄管が材質変化
しないことが分かるが、腐食環境下でポリエチ
レンスリーブを被覆していない場合には、腐食
により管厚が薄くなることや貫通穴からの漏水
が懸念される。当企業局では、以前から既設管
の老朽度を評価するために、漏水履歴により
調査区域を選定して、既設管周囲を掘削して
管体やボルト・ナットの腐食量、周囲の土壌環境
を調査してきた。
　合理的に改築対象管路を選定するために、
全管路を5ブロックに分けて老朽度を評価した
（図４、表３）。

　配水管ルートとなっている室蘭市内の臨港
地域は、明治時代より繰り返された埋立工事に
よって造成され、埋立時に海中の砂等を使用
していることが知られている。過去の土壌調査
では、土壌の比抵抗、ｐＨ、Redox電位、水分お
よび硫化物の５項目の分析結果からアメリカ国
家規格(ANSI/AWWA C105/A21.5-1999)に
より評価した結果、ほとんどの地点で腐食性土
壌と判定された。

図４　調査範囲のブロック分け図

表３　各ブロックの老朽度評価
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2）老朽度の将来予測
　老朽度調査結果について、重回帰分析して
10年後の老朽度を予測した（表４）。

3）更新対象管路の選定
　既設管路の老朽度調査結果および老朽度
の将来予測、管路の流量負担率から、更新す
る管路の選定を行った（表５）。

ダクタイル鉄管

表５　更新対象管路の選定

室蘭地区工業用水道における配水管改修について2019.11 第105号

表４　10年後の老朽度評価
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（2）耐震性
　目標耐震性能は、配水管の破損時、受水
企業の操業に対して大きな影響を与えること、
重大な二次災害が発生するおそれが高いこと
を踏まえ、供用期間中に１～２度程度発生する
確率を有するレベル１地震動と、発生する確率
は低いがさらに強いレベル２地震動に対し、
重要度ランクＡに対する耐震性能を確保する
こととする（表８）。
　目標とする耐震性能の確保に向け、本改修
事業では耐震型ダクタイル鉄管（NS形、PN形、
US形）を採用しているが、近年、日本国内で

レベル２相当の大規模地震が多発する中、
耐震型ダクタイル鉄管において、これまでの
地震による漏水被害は発生していないこと
（※2）、各検討、報告において、離脱防止機構
を有するダクタイル鉄管は、レベル２相当の
大規模地震動に対する耐震性を備えるもの
として評価されていること（※3）からも、大規模
地震動にも十分に耐えうる耐震性が期待される。

ダクタイル鉄管

表８　 施設の重要度と各地震動レベルに応じた目標耐震性能

室蘭地区工業用水道における配水管改修について2019.11 第105号

出典）工業用水道施設設計指針・解説 2004 一般財団法人　日本工業用水協会

（1）管種選定
　第三期改修事業における管種選定を行った。
　配水管に求める機能として、経済性や耐震
性、耐久性、施工性などが挙げられ、室蘭地区
工業用水道第三期改修事業における管種検
討を行った結果、以下の管種を選定した。

表７　採用管種
呼 び 径

600～1000

1100～1350

管　種

ＮＳ形ダクタイル鉄管 Ｓ種管　内面モルタルライニング

ＵＳ形ダクタイル鉄管 ４種管  内面モルタルライニング

ランクA

レベル1 レベル2

ランクB

重要度

地震動レベル

無被害であること 人命に重大な影響を与えないこと。
個々の施設に軽微な被害が生じても、
その機能保持が可能であること。

個々の施設には構造的損傷があっても、
水道システム全体としての機能を保てること。
また、早急な復旧が可能なこと。

個々の施設に軽微な被害が生じても、
その機能保持が可能であること。

５．第三期改修事業計画
1）第三期改修事業計画
　管路更新計画をもとに策定した事業計画
（表６）に基づき、経営に対する影響を考慮し、
工業用水道事業費補助金（経済産業省）を
最大限活用し、改修事業を進めている。
　第三期改修事業により、管路の耐震化率は
約50％に向上する。

表６　第三期改修事業計画

本輪西日石線
φ600、L＝約2.8km

室蘭幹線（登別地区）
φ1350他、L＝約1.3km

室蘭幹線（輪西地区）
φ800他、L＝約1.9km

H23
（2011）

H24
（2012）

H25
（2013）

H26
（2014）

H27
（2015）

H28
（2016）

H29
（2017）

H30
（2018）

H31
（2019）

実施
設計

実施
設計

実施
設計

施工

施工

施工
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（3）耐久性（耐食性）
　腐食性土壌に対して、従来から広く用いられ
ているポリエチレンスリーブ被覆によって防食
を図ることとしており、これまでの調査結果に
おいて、長時間使用されたポリエチレンスリー
ブの物性値が、埋設当時の規格値を満たして
いる（※4）ことから、長期にわたる防食性の
確保が期待できるものと考えている。
（4）施工性
　ＮＳ形、ＵＳ形ダクタイル鉄管は、溶接等の
特殊な技能を必要とせず、降雨や地下水と
いった環境でも施工が容易である。また、
北海道では降雪期間が長いことから工期が
短いということも選定要因である。

̒ɽࣨ འۀ޻༻ਫಓվमࣄ޻ͷ࣮ࢪ
　平成2 9年度に実施した本輪西日石線
（3工区）及び平成30年度に実施した室蘭幹線
登別地区（8工区）の施工状況を以下に記す。
施工においてはダクタイル鉄管協会発行の
ＮＳ形接合要領書（JDPA W 14）及びUS形
接合要領書（JDPA W 13）に基づき接合し
チェックシートによる管理を行った。またメー
カーによる接合指導も実施した。

工事名：室蘭地区工業用水道改築事業
　　　　配水管布設工事（本輪西日石線）３工区
工　期：平成29年8月23日～平成30年9月26日
布設場所：室蘭市仲町
管　種：呼び径600　ＮＳ形ダクタイル鉄管
延　長：480ｍ（うち推進工197ｍ）

ダクタイル鉄管

̓ɽ͓ ΘΓʹ
　工業用水道事業は、オイルショック以降の
産業構造の変化や受水企業の水使用の合理化
等により、全国的に水需要が伸び悩む状況が
続いているが、現在、室蘭工水の給水区域内
において、木質バイオマス専燃としては国内
最大級となる火力発電所の建設が進められて
おり、今後、同発電所への工業用水の給水も
計画されている。引き続き、工業用水道が担う
地域の雇用、経済の発展に欠かせない重要な
インフラとしての役割を発揮することができる
よう、時代の変化を的確に捉えるとともに、施設の
計画的な改修を進め、工業用水の安定給水に
よって、地域の産業、経済の発展に貢献して
いきたい。

室蘭地区工業用水道における配水管改修について2019.11 第105号

写真4　ダクタイル鉄管接合状況

写真5　ダクタイル鉄管布設完了状況

˞ ɿ̍日本μΫλイルమڠ؅会「μΫλイルమ؅の耐਒性
　　 および長ظ耐久性」
˞２ɿް 生࿑ಇল「౦日本大਒ࡂ水道ࢪ設ඃ֐ঢ়گௐ査
「ॻࠂ終報࠷　　
˞３ɿް 生࿑ಇল「؅࿏の耐਒化にؔするݕ౼会」
˞４ɿ平成30年度શࠃ水道会 （ٞ水道ݚ究ൃද会）
　　「μΫλイルమ؅の長ظ耐久性のূݕ」

写真2　ダクタイル鉄管接合状況

写真3　ダクタイル鉄管布設完了状況

工事名：室蘭地区工業用水道第３期改修事業
　　　　配水管布設工事(室蘭幹線登別地
　　　　区)８工区
工　期：平成30年6月22日～平成31年3月18日
布設場所：登別市
管　種：呼び径1350　ＵＳ形ダクタイル鉄管
延　長：54ｍ
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T O P I C S

ダクタイル鉄管  No.10556

ެཱ͸ͩͯ͜ະདྷେֶͱ࿈ͨ͠ܞ
࡞ใσβΠϯの੍޿

　本年、വؗ水道は、創設130周年のه೦の年を迎えま
した。また、11݄には೔本水道ڠձのશࠃձٞがവؗ市
で։࠵され、શࠃから஫໨をूめることとなります。വؗ
市ا業ہでは、വؗの水道がେきなઅ໨を迎えることを
として、市民の皆様に水道への理解΍ؔ৺を深めてػܖ
もらうとともに、水のେ੾さ΍おいしさを̧̥ するため、
ՆٳΈ਌ࢠ水道ࣨڭ΍ϑΥトίンςストなど水道創設
130周年ه೦事業を࣮施しております。
　このه೦事業のうͪϩΰϚーΫ、路໘ిंϥοϐンά、
さらには೔本水道ڠձશࠃձٞのʮ॓ധɾ࡯ࢹの͝Ҋ಺ʯ
について、ެ ཱはこだてະདྷେֶの͝ྗڠをいただき、
σβインを੍࡞いたしました。σβインを୲౰するֶ生
に水道施設のֶݟ΍വؗ水道についてのઆ明をडけて
いただいた後、ا業ہ৬һとֶ生でٞڠをしながら、੍
。を進めました࡞

വؗاࢢ業ہ

ᶃϩΰϚーΫ
　創設౰時からՔಇしているݩொ配水場のபをϞ
チーϑに130 年の時ؒܦաを࠭時計の形でද現し、
また、೾໲の޿がりであまͶ͘市民に水がಧけられて
いる様ࢠもදしています。

ᶄ路໘ిंϥοϐンά
　വؗಛ༗のߴ௿ࠩのある地形を活かし、水道施設
から֗に水がಧけられるイϝーδをイϥストでද現し
ています。

ᶅશࠃձ ʮٞ॓ധɾ࡯ࢹの͝Ҋ಺ʯ
　ʮവʯとʮ水ʯを૊Έ߹Θͤた旧വؗ市水道ہ
のهষを基本パターンに、水道管が張り८らさ
れている様ࢠをイϝーδしてσβインしています。
શࠃձٞのձ場Ҋ಺൘などにもこのσβインを
。用する༧ఆです࢖
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͋΍Ί·つΓͰଟլ৓の水道を13͠·͠ ʂͨ

̧̥ΩϟϥΫλʔʮ͜͠·つ͘Μʯを
水道ϑΣΞͰ͓൸࿐໨

　ଟլ৓市上水道部では、ຖ年݄̒中०からԼ०にか
けて։࠵されるʮଟլ৓੻あ΍めまつりʯのձ場で、
݄̒ ２２೔にଟլ৓の水道の13を行いました。
　౰೔はఱީがྑかったこともあり、市಺֎からଟ͘の
ํがདྷ場され、上水道部のϒースもେมな೐Θいとなり
ました。೔本μΫタイル鉄管ڠձに͝ྗڠいただき、地
震にڧい耐震管の࢓૊Έが෼かる໛ܕ΍パネルを展ࣔ
し、耐震管のಛੑ΍管路更新のඞཁੑを఻えることが
できました。
　また、水道水とϛネϥル΢ΥーターをҿΈൺ΂るʮར
き水ମݧʯ΍、څ水ंからڅ水ାに水をೖれるʮڅ水
ମݧʯなど、水道をより਎ۙに͡ײてもらえるようなָ
しֶ͘΂るا画を࣮施し、ଟ͘のํに理解とؔ৺を深め
ていただ 。ձになりましたػ͘

　ӽ୩ɾদ෬水道ا業ஂは本年݄̐に設ཱ̑̌ 周年を迎
えました。౰ا業ஂでは、޿ 水͘道事業にؔ৺を࣋って
いただけるよう、ຖ年水道ϑΣΞを։࠵しています。今
年度はイΦンɾϨイΫタ΢ンにおいて、設ཱ̑̌ 周年を
೦しܾఆした̧̥ه ΩϟϥΫターʮこしまつ Μ͘ʯのお൸
࿐໨、水道ΫイζなどのࢀՃܕスςーδイϕント、水に
まつΘるϫーΫシϣοプ、水道図画ίンΫール༏ल࡞඼
のදজと展ࣔなどを行いました。またձ場には、೔本μ
Ϋタイル鉄管ڠձの͝ྗڠをいただき、ʮ耐震管のパネ
ルと໛ܕʯを展ࣔすることで、地震౳の֐ࡂにରする
౰ا業ஂのऔり૊Έをདྷ場ऀのํに෼かり΍す ঺͘հす
ることができました。
　今後も水道事業と水のେ੾さをお٬様に理解してい
ただけるよう、様ʑな場ॴで౰ا業ஂの޿報活ಈにऔ
り૊Μでまいります。

ଟլ৓্ࢢ水道部

ӽ୩ɾদ෬水道ا業ஂ

རき水ମݧ

໛ܕ、パネルの展ࣔ

こしまつ͘Μ

໛ܕ、パネルの展ࣔ

࡙きތる�あ΍め
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͋΍Ί·つΓͰଟլ৓の水道を13͠·͠ ʂͨ

̧̥ΩϟϥΫλʔʮ͜͠·つ͘Μʯを
水道ϑΣΞͰ͓൸࿐໨

　ଟլ৓市上水道部では、ຖ年݄̒中०からԼ०にか
けて։࠵されるʮଟլ৓੻あ΍めまつりʯのձ場で、
݄̒ ２２೔にଟլ৓の水道の13を行いました。
　౰೔はఱީがྑかったこともあり、市಺֎からଟ͘の
ํがདྷ場され、上水道部のϒースもେมな೐Θいとなり
ました。೔本μΫタイル鉄管ڠձに͝ྗڠいただき、地
震にڧい耐震管の࢓૊Έが෼かる໛ܕ΍パネルを展ࣔ
し、耐震管のಛੑ΍管路更新のඞཁੑを఻えることが
できました。
　また、水道水とϛネϥル΢ΥーターをҿΈൺ΂るʮར
き水ମݧʯ΍、څ水ंからڅ水ାに水をೖれるʮڅ水
ମݧʯなど、水道をより਎ۙに͡ײてもらえるようなָ
しֶ͘΂るا画を࣮施し、ଟ͘のํに理解とؔ৺を深め
ていただ 。ձになりましたػ͘

　ӽ୩ɾদ෬水道ا業ஂは本年݄̐に設ཱ̑̌ 周年を迎
えました。౰ا業ஂでは、޿ 水͘道事業にؔ৺を࣋って
いただけるよう、ຖ年水道ϑΣΞを։࠵しています。今
年度はイΦンɾϨイΫタ΢ンにおいて、設ཱ̑̌ 周年を
೦しܾఆした̧̥ه ΩϟϥΫターʮこしまつ Μ͘ʯのお൸
࿐໨、水道ΫイζなどのࢀՃܕスςーδイϕント、水に
まつΘるϫーΫシϣοプ、水道図画ίンΫール༏ल࡞඼
のදজと展ࣔなどを行いました。またձ場には、೔本μ
Ϋタイル鉄管ڠձの͝ྗڠをいただき、ʮ耐震管のパネ
ルと໛ܕʯを展ࣔすることで、地震౳の֐ࡂにରする
౰ا業ஂのऔり૊Έをདྷ場ऀのํに෼かり΍す ঺͘հす
ることができました。
　今後も水道事業と水のେ੾さをお٬様に理解してい
ただけるよう、様ʑな場ॴで౰ا業ஂの޿報活ಈにऔ
り૊Μでまいります。

ଟլ৓্ࢢ水道部

ӽ୩ɾদ෬水道ا業ஂ

རき水ମݧ

໛ܕ、パネルの展ࣔ

こしまつ͘Μ

໛ܕ、パネルの展ࣔ

࡙きތる�あ΍め
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ࡦ઒のԘ෼૎্ର࣊ٱ

　೔ཱ市では、平成31年2݄にׇ水によるԘ෼૎上ର
場にৼସえてػ൬༲水ݎとして、औ水口を上ྲྀのཬ઒ࡦ
औ水する४備を行いました。
　೔ཱ市のओな浄水場は、࣊ٱ઒を水ݯとする৿山浄水
場と、े Ԧ઒（μϜ）を水ݯとするेԦ浄水場の２つがあ
り、このうͪ৿山浄水場は市಺水道の約�0ˋをΧόーし
ています。
　ۙ年、ׇ 水により、৿山浄水場のऔ水口（Տ口から4�3
̺̼ ）までԘ෼が૎上し、長時ؒにΘたるऔ水ఀࢭとなる
状گが܁りฦし発生しています。
　ここ਺年、̑ ݄ʙ̔ ݄の時期にԘ෼が૎上しており、ର
として、Տ઒಺に౔ԃఅを設置し、઒のྲྀれをૣめ、Ԙࡦ
෼૎上を཈੍し、औ水するํ法をとっていました。
　しかし、今年はࡢ年຤からの߱Ӎෆ଍により２݄ にもԘ
෼が૎上し、౔ԃఅ設置もݕ౼しましたが、࡞業が行える
઒औ࣊ٱ、が໷ؒであったため、୅ସҊとしてࠁை時ׯ
水口を、約1�5LN上ྲྀにある࣊ٱ઒ྲྀࢧのཬ઒のݎ൬
༲水ػ場にৼସえてऔ水する計画をཱてました。
　この計画は、औ水口までԘ෼が૎上し、௨ৗのऔ水が
ग़དྷない時ؒଳに、水ػݯࢿ構からआ用したԾ設ϙンプ
Ϣχοトを࢖い、農業用水路をܦ༝し、時ؒ౰り約900ὗ
のิڅ水を、௚઀௜࠭池に引きࠐむ計画です。
߱、はࡍ࣮　 Ӎにより࣊ٱ઒のྲྀگが回෮したため、औ
水口をৼସえͣにࡁΈましたが、平成2�年度から5年࿈
ଓで、౔ԃఅを設置している現状をؑΈますと、̓ ఆ水
なけれ͹ならないと͡ߨをࡦ保のため、ൈ本తなର֬ݯ
。えておりますߟ
　今後も、市民の皆様に、̓ ৺で҆શな水をকདྷにΘ
たってڅڙしてい た͘めのݕ౼を進めてまいります。

日ཱاࢢ業্ہԼ水道部

౔ԃఅ

位置図

Ծ設ϙンプ
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෱Ҫ্ࢢԼ水道ల
～͘Β͠を͑͞͞ΔΊぐΔ水～

　෱Ҫ市ا業ہでは、Լ水道部と࠵ڞで、ྩ ࿨ݩ年݄̓
２̔ ೔（೔）、෱ҪӺ西口のϋϐςϥスにおいて、ʮʙ ら͘
しをささえるめ͙る水ʙʯをςーϚに、h෱Ҫ市上Լ水道
展 をɦ։࠵しました。
　この࠵しは、ࢲたͪの฻らしをささえる水の॥؀と、ͦ
の中で上水道、Լ水道ͦれͧれがՌたす重ཁな໾ׂ΍
しているも࠵஌っていただ͘ため、ຖ年։͘޿૊Έを࢓
のです。
　耐震管の展ࣔ΍工ࣨڭ࡞、࣮ シϣー、Ϋイζスタݧ
ンプϥϦーなど、水にؔする様ʑな࠵しを࣮施し、約
１ɼ̓̌̌ ໊のํに͝དྷ場いただきました。
　また、上水とԼ水の施設ֶݟձもซͤて࣮施。約̔̌ ໊
の਌ࢠに͝ࢀՃいただき、ී ஈݟることのできない浄水
施設΍Լ水ॲ理施設をֶݟしていただきました。ࢀՃऀ
からは、ʮՈ଒でָしΈながら上Լ水道についてֶぶこ
とができた。ʯʮ水道水の҆શੑがΘかり、これからは水
道水をҿもうとࢥった。ʯʮ水をେ੾にしていきたい。ʯと
いったような੠がฉかれました。
　これからもこうした活ಈを௨͡て、市民の皆さまに、上
水道、Լ水道への理解を深めていただけるよう努めてい
きます。

෱Ҫاࢢ業ہ

̜̭形管を展ࣔし、耐震化のऔり૊Έなどに
ついて঺հしました

水道水を࢖ったスϊードーϜ࡞り

水道管を࢖った水鉄๒

スςーδイϕントの様ࢠ
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෱Ҫ্ࢢԼ水道ల
～͘Β͠を͑͞͞ΔΊぐΔ水～

　෱Ҫ市ا業ہでは、Լ水道部と࠵ڞで、ྩ ࿨ݩ年݄̓
２̔ ೔（೔）、෱ҪӺ西口のϋϐςϥスにおいて、ʮʙ ら͘
しをささえるめ͙る水ʙʯをςーϚに、h෱Ҫ市上Լ水道
展 をɦ։࠵しました。
　この࠵しは、ࢲたͪの฻らしをささえる水の॥؀と、ͦ
の中で上水道、Լ水道ͦれͧれがՌたす重ཁな໾ׂ΍
しているも࠵஌っていただ͘ため、ຖ年։͘޿૊Έを࢓
のです。
　耐震管の展ࣔ΍工ࣨڭ࡞、࣮ シϣー、Ϋイζスタݧ
ンプϥϦーなど、水にؔする様ʑな࠵しを࣮施し、約
１ɼ̓̌̌ ໊のํに͝དྷ場いただきました。
　また、上水とԼ水の施設ֶݟձもซͤて࣮施。約̔̌ ໊
の਌ࢠに͝ࢀՃいただき、ී ஈݟることのできない浄水
施設΍Լ水ॲ理施設をֶݟしていただきました。ࢀՃऀ
からは、ʮՈ଒でָしΈながら上Լ水道についてֶぶこ
とができた。ʯʮ水道水の҆શੑがΘかり、これからは水
道水をҿもうとࢥった。ʯʮ水をେ੾にしていきたい。ʯと
いったような੠がฉかれました。
　これからもこうした活ಈを௨͡て、市民の皆さまに、上
水道、Լ水道への理解を深めていただけるよう努めてい
きます。

෱Ҫاࢢ業ہ

̜̭形管を展ࣔし、耐震化のऔり૊Έなどに
ついて঺հしました

水道水を࢖ったスϊードーϜ࡞り

水道管を࢖った水鉄๒

スςーδイϕントの様ࢠ
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೔໺ொ·ͪͮ Γ͘ग़લ࠲ߨ

　࣎լ県೔໺ொでは、ொが行っている࢓事の中で、ொ民の
ΈなさΜがฉきたい಺༰をϝχϡーからબΜでいただき、
ொの৬һがΈなさΜのॴへग़޲いてお࿩をさͤていただ
ʮ͘೔໺ொまͪͮ り͘ग़લ࠲ߨʯを࣮施しており、౰ொの
ϗーϜϖーδで࠲ߨϝχϡー΍ਃࠐΈํ法を঺հしてい
ます。2019年度は4�の࠲ߨϝχϡーを設ఆし、ͦ の಺の
２つの࠲ߨを上Լ水道՝で୲౰しています。
　今回、ொ಺のࣗ治ձから水道についてのґཔがあり、地
区のूձॴにおいてʮग़લ࠲ߨʯを࣮施しました。ࢀՃさ
れた地区のΈなさΜは30໊で、࠷初にࣨ಺にて、೔本μΫ
タイル鉄管ڠձよりఏڙいただいたʮ๻たͪࢲたͪの水
道水ʯをࢀরし、౰ொの水道の࢓૊Έ、ओཁ管路およͼ配
水池の位置΍֤Ոఉまでの水のྲྀれ、地震時の管路の挙
ಈ、今後の管路更新の༧ఆなどをパϫーϙイントを࢖って
આ明しました。ͦ の後に、԰֎にҠಈして、څ水ंからのԠ
急څ水をମݧいただき、�LHାに水をೖれてӡぶことの
。೉さと水の保管ํ法をೝࣝしていただきましたࠔ
　なお、μΫタイル製の耐震管が౦೔本େ震ࡂでඃ֐θ
ϩであったことを報ࠂしたࡍに׻੠が上がったことから、
地区のΈなさΜには、今回のग़લ࠲ߨで耐震管のڧਟ ɾੑ
信པੑについて͝理解いただけたものとߟえます。

日໺ொ্Լ水道՝

Ԡԉڅ水のମݧ（څ水ंମݧ）

౰ொϗーϜϖーδより

Ԡԉڅ水のମݧ（ҿྉ水࣋ͪӡͼ）
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ʢΈ΍͜ʣの水道؅͓ͦ͏͡ϓϩδΣΫτژ

では、初期μΫタイルர鉄管（ҟ形ہ౎市上Լ水道ژ　
管がர鉄製で಺໘がແϥイχンά）をは͡めとする࿝ٺ
管౳において、更新までのؒも҆શɾ̓ ৺な水道水を҆
ఆతにおಧけするため、平成２̑ 年度にʮژ(Έ΍こ)の水
道管おͦう͡ プϩδΣΫトʯを発଍し、計画తな配水管の
ચ浄࡞業を࣮施しています。࡞業は、水道水の࢖用がগ
ない深໷にফՐખ΍ドϨン管から์水し、管಺ྲྀ速を૿
Ճさͤ管಺にଯ ɾੵ෇着した鉄ࡺ౳のҟ෺をআڈしてい
ます。࡞業に伴い୙水の発生が༧૝される地Ҭにおい
ては、事લにに͝り水のお஌らͤを֤ށ配෍し、࡞業中
の水道の࢖用を߇えていただ な͘どをݺͼかけるととも
に、࡞業中は、څ水ंを配備してԠ急څ水ମ੍を֬保し
ています。
年度までに�9回、計15�̺ࡢ　 ̼の配水管のચ浄࡞業
を࣮施し、今年度においても�Օॴでચ浄࡞業を࣮施し
ます。さらに、౰֘プϩδΣΫトは、これまでഓってきた管
路のҡ࣋管理に܎るख़࿅したٕज़をϕςϥン৬һから
ए手৬һにܧঝすることを໨తに、̤ ̟̩ のػձとしても
活用しています。このため、今後も計画తに配水管ચ浄
。業を࣮施していきます࡞

ہԼ水道্ࢢ౎ژ

ফՐખからの์水

に͝り水のお஌らͤ

ফՐખからの์水

όルϒૢ࡞

�

�
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�
�

日頃は，水道事業にご理解とご協力を賜りありがとうございます。�

上下水道局では，「京（みやこ）の水道管おそうじプロジェクト」�

を平成２５年�月に発足させ，鉄さびの付着によりにごり水が発生�

しやすくなっている水道管の洗浄作業を行っています。�

洗浄作業は以下の日時で行いますが，これに伴い，一時的に，にごり水が発生するお

それがあります。ご迷惑をおかけしますが，ご協力のほどよろしくお願いいたします。�
�

�洗浄作業の日時�
�

令和� 元年� �９月１９日（木）� � �午後 ��時�から�

� ９月２０日（金）� �午前 �時頃まで�
�
�
○� �にごり水の発生が予想される地域�

（右図参照：� � �の地域）�

�

山科区�

大宅打明町，大宅坂ノ辻町，大宅桟敷，�

大宅辻脇町，椥辻草海道町，椥辻中在家町，�

椥辻東浦町，東野南井ノ上町� � � �

の一部� � � � �

�

お願い�

１． 洗浄作業の時間帯に水道水をお

使いになる場合は，事前にくみ置き，作業時間帯の水道のご使用はお控えいただ

きますようお願いいたします。�

２． 受水槽または電気温水器をお使いのお客さまは，にごり水が流入するおそれが

ありますので，流入弁をお締めください。�
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ʢΈ΍͜ʣの水道؅͓ͦ͏͡ϓϩδΣΫτژ
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ます。さらに、౰֘プϩδΣΫトは、これまでഓってきた管
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ہԼ水道্ࢢ౎ژ
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੾ഭ͢Δೆւτϥϑڊେ஍਒ʹඋ͑ͯ

　ಙౡ県ا業ہでは、̔ １݄೔（໦）にେن໛֐ࡂ発生時
౳に工業用水施設がඃࡂしたࡍの෮旧に備えるݚमձ
を։࠵しました。
　このݚमձは、ಙౡ県ا業ہとԠ急෮旧工事にؔ
するڠఆをక݁している（一ࣾ）ಙౡ県ݐ設業ڠձٴͼ
（一ࣾ）ಙౡ県設備業ڠձฒͼに૬ࢧޓԉڠఆをక݁
しているௗऔ県ا業ہとڠఆの࣮ޮੑをߴめるため߹
ಉで行っているものです。　　　
　今年度は、٢໺઒北؛工業用水道をݚमの෣୆とし
て、೔本μΫタイル鉄管ڠձのྗڠޚのもとʮ事ނ౳に
おけるμΫタイル鉄管ɾர鉄管のิमํ法ʯについてޚ
ԋいただいた後、管路の୳ࠪ、掘削、੾அ、઀ଓなど一ߨ
࿈の෮旧についてࢧԉا業΍৬һが࣮ફにۙい࣮地܇
࿅を行いました。
　ಙౡ県ا業ہでは、ʮい͟発ࡂ時ʯにもਝ速にରԠで
きるよう様ʑなऔ૊を進めています。

ಙౡاݝ業ہ

T O P I C S
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　দ山市ެӦا業ہでは、਌ࢠでָしΈながらʮ水道ʯの
重ཁੑを࠶ೝࣝしていただ た͘め、水道ϑΣスタを։࠵し
ています。ྩ ࿨ݩ年度は̒ ２݄೔（೔）にদ山市૯߹ίϛϡ
χςΟηンターでʮまつ΍ま水道ϑΣスタ２̌ １９ʯを։࠵
し、２ɼ̑̌̌ 人を௒えるํにདྷ場していただきました。
　౰೔は、ΩϟϥΫターシϣー΍ϚδοΫシϣー、ͦ してদ
山市水道イϝーδΩϟϥΫターʮΆっͪΌΜʯの着͙るΈも
ग़ԋして、水のେ੾さ΍水道水の҆શੑを13しました。
　ຖ年େ人ؾの水ΧϑΣίーφーでは、水道水でׂった੉
でҿΜثの༰ܕٿのϨϞネードをϐΧϐΧޫるి࢈಺ށ
でもらうことで、水道水の௚઀ҿྉのܒ発を行いました。
　また、今年度はΤϦΞを拡େして࣮施した水道パネル展
では、೔本μΫタイル鉄管ڠձの͝ྗڠのもと、耐震管の
໛ܕなどを展ࣔし、耐震化のऔり૊についてΘかり΍す͘
આ明することができました。

দެࢢࢁӦا業ہ

水道ʹつ͍ͯ਌ࢠͰֶ΅͏
ʮ·つ΍·水道ϑΣελ̎̌̍̕։࠵ʯ

スςーδシϣー

দ山市水道イϝーδΩϟϥΫターʮΆっͪΌΜʯ

水ΧϑΣ

水道パネル展　耐震管の໛ܕ౳を展ࣔ
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～佐世保の水道を次の100年へつなぐ～
山の田水系水道施設統合更新事業

　佐世保市は九州の北西端、長崎県の北部に位置し、人
口約24万人余りの中核市であります。明治初期までは4
千人程の半農半漁の一寒村でしたが、明治19年に旧海軍
の鎮守府が設置されると急速に発展し、明治35年に村か
ら一挙に市となりました。
　水道においては、明治22年に鎮守府の設置に伴い軍専
用水道が創設されたのを始まりとし、軍港の発展とともに
拡張してきました。明治40年には市水道が創設され、平成
19年に創設100周年を迎えました。
　現在、佐世保市では100年ぶりとなる基幹施設の更新
を行っております。平成22年度から、浄水場、配水池を順
次更新し、平成２９年度からは配水本管の更新に着手しま
した。施工中である配水本管の整備ではシールド工法を
採用するなど、市民生活への影響にも配慮しながら耐震管
路の構築を進めております。この工区では浄水場敷地を
起終点として、ループ状（反時計回り）に掘進する珍しい
線形となっており、１スパンの掘進で系統の二重化を図る
計画です。
　今後も、市民の皆様に歴史ある佐世保の水道について
理解を深めていただけるよう情報発信に努め、次の100
年につながる事業を進めていきます。

ہ水道ࢢอੈࠤ

更新した山の田浄水場と配水池

本市初の水道用鞘管シールド工法

掘削が進むシールドトンネル

浄水場から発進しＵターンするルート

更新工事で引上げた14インチ鉄管 ( 明治 39 年製 )
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事業体だよりの原稿を募集します

全国の上下水道事業体では、多種多様な住民広報を実施されています。
このコーナーでは事業体の読者の皆さんが参考になるような取り組みを
ご紹介させていただきます。

※お問い合わせは、協会各支部まで。

文字数 : 300字前後
写　真：数枚

΢ΥʔλʔΪϟϥϦʔʹग़ల͠·ͨ͠

　೔本水道ڠձؔ西地ํࢧ部૯ձが�݄ 24೔にେࡕ
府๛中市で։࠵されました。ؔ西地ํࢧ部では૯ձの
ซا࠵画として、ا業ஂମの࠷新ٕज़の展ࣔを行う΢
ΥーターΪϟϥϦーがຖ年։࠵されています。೔本μΫ
タイル鉄管ڠձもࢀ画し、パネル΍Χοトαンプルを展
ࣔして、ଟ の͘ձٞࢀՃऀにϒースを๚໰いただきまし
た。

日本水道協会 関西地方支部
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　みなさんは、「居合道」をご存知ですか。どんな人

達がどういうことをやっているのか、なかなか知ら

れていません。「刀を使う技なんだろうなあ」という

ようなおぼろげな見方が大半と思います。

　居合道は、古来より抜刀術ともいわれ、武士が修

めるべき教養とされる武芸十八般の一つとして、柔

術や弓術、馬術等とともに、剣術とは別個のものと

して挙げられています。

　では、同じ刀を使う武芸である剣術との違いは何

でしょうか。それは、剣術が互いに抜き放った刀で

相対して戦う技術であるのに対し、平時にあって不

意の斬撃に応じて体を捌いて抜刀し相手を制する刀

法である、とされています。いわば護身術なのです。

　とはいえ、現代の日本で護身のために刀を腰に差

して、その辺の道を歩いていたら、たちまち警察に

通報され、逮捕されるでしょう。明治９年の廃刀令

から、すでに 140 年以上が過ぎています。では、居

合道の存在意義はなくなってしまったのでしょうか。

　決してそうではありません。心身を鍛え、礼儀作

法を修める道として、日本の伝統文化の粋として、

居合道の価値は、今なお、厳然と存在するのです。

　私が居合道と出会ったのは、平成 18 年 4 月です。

当時、私は、滋賀県高島県事務所田園振興課で土地

改良事業の経理事務に携わっていました。そこで、

基盤整備グループの長として恩師川嵜太久馬先生が

着任されたのです。先生は自己紹介の締めくくりに、

「ズバッと斬ってみたい人、一緒にやりましょう」と

仰せられたので、間髪入れず「弟子にして下さい！」

とお願いしました。

　そうして、私は、ほとんど予備知識なく、一心無

双流居合道剣心会に入門し、川嵜先生の教えの下、

高島道場で稽古を始めることになりました。

　一心無双流は、流祖毛利伊勢守高政から数えて

十一代目の毛利友彦元春先生の直伝を受けた範士八

段山田文典総師範が率いる古流居合道の門流です。

その特徴は、「水の流れるが如し」と称される自然な

形です。現在、京都府・滋賀県に７つの道場があり、

30名ほどが修行に励んでいます。

　入門当初、夢中になって抜刀、納刀の稽古に励み、

単純に操刀法上達の喜びを感じていました。しかし、

一方で、何よりも楽しかったのが、職業・年齢が異

なる一門の方々との交流（特に飲み会）でした。当流

他道場の方々が集まる昇級昇段審査会や大きな演武

会の終了後の宴会では、「さあ、俺の出番だ」とばか

りに張り切り、「実はこっちが目的なんです」と口に

する始末でした。

　しかし、時が経つ中で、少しずつ変わってきました。

一心無双流では、奥居合を別として 13 本の形があり、

その中で５本の形が初伝、つまり基本形とされています。

滋賀県健康医療福祉部生活衛生課
課長補佐

中 野  秀 人

修行の道に
終わりなし！

長濱八幡宮 
奉納演武での試斬演武

私の好きな

時 間
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私の好きな時間

　数少ない基本形ですが、繰り返し基本形を抜く中

で、如実に感じることがあります。それは、自分の

身体が、いかに自分の言うことを聞かないか、とい

うことなのです。体のいろんな部分がまったく思っ

たとおりに動きません。

　ところが形稽古を繰返す中で、稀に、はっとひとつ

気づくと、３つか４つの問題点が一気に解決すること

があるのです。無数に絡まった糸の塊から一本だけ

引っ張るだけで、すべてが解けるような感覚です。こ

の感動を一度でも味わうと、もう、居合道はやめら

れません。とはいえ、一度や二度、そういうことがあっ

ても、形の理想にはまだまだ遠く、修行に終わりは

ありません。ということは、突き詰めていくと、まだ

まだ、何度もその感動は、あるに違いないのです。

　修行を進める中で強く感じるのは、「形」には先人

の知恵の集積が精髄として結晶していることであり、

刀を操る身体の究極の合理性が「形」に結実してい

ると、感嘆せざるを得ません。

　徐々に居合道の魅力にのめり込んでいった私は、

この楽しさ、価値に導いて下さった諸先生への恩返

しはどうしたら良いのか、と思いが胸中を去来する

ようになります。思いつめた末に、この素晴らしい

一心無双流居合道を後世に正しく伝えることが恩返

しだ、という考えに至りました。

　そこで、無謀にも新道場開設を山田文典先生にお

願いしたところ、快くお許しをいただき、平成 26

年２月に一心無双流の７番目となる大津道場を開く

にこととなりました。

　現在では、大津道場には、滋賀県庁職員を中心に

7 名の剣士が在籍し、それぞれが真面目に稽古に取

り組んでおり、どんどん力をつけています。

　私も道場生に負けてはいられません。指導者とし

てますます稽古に励む必要があります。山田文典

先生からは、来年４月には、六段位の審査を

受けるように命じられており、その折には、

流派一門の誉れに相応しい演武をしなけれ

ばなりません。

　とはいえ、居合道修行に対

して「辛い、苦しいのを耐え忍ぶ、と

いうイメージ」を持っていただくのは

間違いです。仕事を終えて道場に向かうときは、「し

んどいなあ」と思うことが多々ありますが、稽古を終え

てみると、汗をかいてとても清々しい気分になります。

　入門以来、色々と環境や考えは変わってきました

が、ずっと変わらず思っていることがあります。そ

れは「こんなに楽しいこと、やらずにいられる理由

がない！」ということです。私は、これから先も流

派一門の仲間たちと、生涯、居合道を続けていくつ

もりです。

伊勢神宮奉納古武道演武大会にて（筆者向かって一番左）

範士八段 
山田文典総師範の切下げ
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　この �݄に౦๺ࢧ෦௕にண೚しましたܡ�ౡ�߶�です。ΑΖしく͓ئいいたします。
はত࿨ࢲ �� 年にچઘࢢʢݱ　ઋ୆ࢢઘ۠ʣに౔໦職として࠾༻͞Ε、Ҏ߱水道Ұےでۈ຿しࠓ
年の �݄にୀ職しました。ࡏ職தは、഑水管のઃܭɾ؂ಜはもとΑΓ、ࠓではଟくの事業体͕ҕ
ୗ事業として௚઀ܞΘること͕গなくなͬたϝーターݕ਑、また、౔໦職としてはݧܦすること
͕গない水࣭ࠪݕ業຿やড়水場のӡస管ཧなͲもͤ͞ݧܦていた͖ͩ、େม೉しくも͋Γ、ָし
い࣌ؒをաͤ͝͞ていた͖ͩました。
　Ұํ、ͦのݧܦのதでは、ฏ੒ 2� 年 �݄にൃੜした౦日本େ਒ࡂを୅දとするେ਒ࡂや、࢛
国ɾத国஍ํにେ͖なඃ֐をもたΒしたฏ੒ �0 年 �݄߽Ӎ֐ࡂ、また、ؠखݝԊ؛෦౳にେ͖
なඃ֐をもたΒしたฏ੒ 2� 年୆෩ୈ10 。してまいΓましたݧܦのൃੜも֐ࡂなͲଟくの֐ࡂ߸
ͦのதでࣗΒの֗の෮چ、ଞのඃࡂ஍΁のࢧԉなͲ༷ʑなܗでܞΘることもで͖ました。
　こΕまで水道にܞΘるਓʑのதでは、ࣗવ֐ࡂ΁のରࡦとい͑͹஍਒ର͕ࡦେ͖な΢Σイτを
઎Ίて͖ました。し͔し、ۙ年では、஍਒֐ࡂのΈなΒͣ୆෩や߽ӍにΑる、ਁ水、Տ઒の൙ཞ、
౔่࠭Ε、౔ੴྲྀのൃੜなͲ、こΕまでكにし͔ൃੜしな͔ͬたେ͖な͕֐ࡂຖ年のΑ͏にൃੜ
しています。こΕΒのこと͔Β、水道業քに͓͖ましても͋ΒΏる֐ࡂを૝定して、ͦのରࡦを
ཱてていくこと͕ٻΊΒΕる࣌୅になͬて͖たと͑ߟています。
　զ͕国の水道施ઃはߴ、 度੒௕ظのʮݐઃの࣌୅ʯをܦてʮҡ࣋管ཧの࣌୅ʯ、ͦ してࡏݱはʮߋ
新の࣌୅ʯ΁とมԽしています。し͔しな͕Β、水道をऔΓרくڥ؀は、ਓݮޱগに൐͏ྉۚऩ
ೖのݮগやٕज़者のݮগといͬたݫしいঢ়گになͬて͓Γ、ͦのதで水道事業者には֐ࡂରԠྗ
のڧԽはもとΑΓ、ߴいϨϕルの水࣭と҆定తなڅ水のܧଓ͕ٻΊΒΕています。
　こΕΒの໰୊をղܾするたΊには、ࡢ年の水道๏վਖ਼のϙイϯτのҰͭのʮ࿈ܞʯ͕こΕ͔Β
はඇৗにॏཁになると͑ߟています。ಛにதখن໛の事業体ではͦの޲܏はݦஶになるとࢥΘΕ
ます。ͦのΑ͏なதで、協会とい͏ཱ場で事業体や関܎者とのʮ࿈ܞʯにରし、こΕまでのݧܦ
を͔׆しඍྗでは͋Γます͕、͓ख఻い͕で͖Ε͹と͑ߟて͓Γます。

৽支部௕ब೚の͝ѫࡰɹ̡ 東北支部ʳ

౦๺支部長　ܡౡ　߶

౦๺支部長就任のご挨拶
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৽支部௕ब೚の͝ѫࡰɹ̡ த国࢛国支部ʳ

中国四国支部長　野津山　宏

　本年 �݄に౰協会த国࢛国ࢧ෦௕にब೚しました໺௡ࢁです。Ͳ͏ͧΑΖしく͓ئいします。
を本年ہ水道ࢢౡ޿、はࢲ �݄຤にୀ職しました͕、ೖہ౰ ʢ࣌�� 年લʣ͔ΒをৼΓฦͬてΈま
すと、水道事業は֦ுの࣌୅͔Βҡ࣋管ཧの࣌୅をܦて、ࡏݱでは、ܦӦج൫のڧԽにΑる࣋ଓ
の࣌୅΁とେ͖く༷มΘΓしています。ࢲはこ͏した࣌୅のมԽの୞தで、水道Ұےで࢓事にܞΘ
Βͤていた͖ͩました͕、事຿職としてࡏ職தは、ओにاըɾܦӦɾࡒ຿ാをาΈ、な͔でもྉۚ
վ定をز度͔ͤ͞ݧܦてもΒい、஍Ҭಠ઎తなެڞྉۚにରするࢢຽの໨はେมγϏΞで͋るこ
とを௧ײするとともに、վ定にΑるوॏなݯࡒはࢢຽのෛ୲૿の্に੒Γཱͭものなので、ΑΓޮ
Ռతに׆༻してい͔な͚Ε͹なΒないとい͏ࢥいをڧく๊いたものでした。
　また、最ޙの年には、ฏ੒ �0 年 �݄߽Ӎ֐ࡂのൃੜにΑΓ、੢日本をத৺にେ͖なඃ֐にݟ
෣ΘΕ、޿ౡࢢではࣗΒの֐ࡂରԠとともに、ଞのඃࡂ஍΁の֐ࡂԠԉやͦのௐ੔に௥ΘΕました。
ここでは、ඃ֦͕֐େした場߹には、Ұ事業体のΈでの֐ࡂରԠには限ք͕͋るたΊ、日͔ࠒΒ
ଞ事業体と࿈ܞをਤͬて͓くことのॏཁੑを࠶ೝ識したとこΖです。
　ۙ年、水道事業は、અ水にਓݮޱগも૬まͬて水धཁのݮগ͕進Μでいくな͔、࿝ٺ施ઃのߋ新、
。ঝなͲ、େ͖な՝୊に௚໘していますܧの֬อやٕज़のࡐのਪ進、こΕΒのཁとなるਓࡦର֐ࡂ
こ͏したな͔、ࡢ年、水道๏͕վਖ਼͞Ε、׭ຽ࿈ܞや޿Ҭ࿈ܞにΑΓܦӦج൫のڧԽをਤΓ、こ
͏した事ଶをଧ։し、事業の࣋ଓͦのもの͕ٻΊΒΕるΑ͏になΓました。
　こΕ͔Βの水道事業は、׭ຽ࿈ܞɾ޿Ҭʢ׭׭ʣ࿈ܞ、͞Βには֐ࡂରԠの࿈ܞとして、ʮ࿈ܞʯ
͕Ωーϫーυになͬてい͖ますので、こΕまでの体੍にཹまることなく、͞ま͟まに最దな࿈ܞを
໛ࡧしଓ͚てくこと͕େ੾です。また、ͦのたΊには、こΕまでҎ্に、׭࢈学、水道քを͛ڍて
͞ま͟まに஌ܙをग़し߹いऔΓ૊Μでいくこと͕ඞཁです。
、しな͕Β、ຽのཱ場͔Β、౰協会のҰ員として͔׆をݧܦʣでの׭਎、こΕまでの事業体ʢࣗࢲ　
また、水道քのҰ員として、ඍྗな͕Β水道事業の࣋ଓのҰॿにऔΓ૊ΜでまいΓたいとࢥいます。

中国四国支部長就任のご挨拶
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また、水道քのҰ員として、ඍྗな͕Β水道事業の࣋ଓのҰॿにऔΓ૊ΜでまいΓたいとࢥいます。

中国四国支部長就任のご挨拶
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　�݄�日ʙ 9日の̐日ؒ、ύγϑΟίԣ඿にてʮԼ水道ల `19 ԣ඿ʯ͕։͞࠵Ε、日本ダクタイル
鉄管協会もʮԼ水道のະདྷɾ฻Βしのະདྷを͑ࢧるダクタイル鉄管ʯと୊してग़లしました。ϒーεલ
໘にେܕϞχターを഑ஔして଱਒ܧखダクタイル鉄管にΑるѹૹ管路の͝ఏҊをओ体としたө૾を্
өするとともに、(9 ಺、ܕखダクタイル鉄管खಈ໛ܧछ管の実෺Χοταϯϓル、଱਒̚ܗ̨̣、ܗ
໘ΤϙΩγथࢷค体ృ૷の実෺αϯϓル͓Αͼ֤छύωル౳をలࣔいたしました。実෺を実ࡍにݟて、
৮ΕてもΒͬて、ଟくの͓٬༷にダクタイル鉄管のྑ͞を体ײしていたͩくこと͕で͖ました。

ʮԼਫ道ల `19 ԣ඿ʯʹग़ల
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　日本ダクタイル鉄管協会では、2019 年度も管路に限定することなく、水道事業に関する最新の情
報や先進事業体の実例に関するセミナーを学識者や事業体職員を講師に招いて、全国１２会場で実施
しました。

支部 会場 講師 テーマ

関東

11月12日（火）前橋市
群馬県青少年会館
前橋市荒牧町 2 番 12

管路更新を促進する
工事イノベーション研究会委員 管路更新を促進する為の取り組みについて

京都大学大学院工学研究科
都市社会工学専攻　教授　清野 純史氏 地震とライフライン被害

11月28日（木）千葉市
千葉市生涯学習センター
千葉市中央区弁天 3-7-7

札幌市水道局給水部
給水部長（水道技術管理者）　阪 庄司氏

北海道胆振東部地震を主とする
複合災害と対応

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山 修久氏 令和時代における水道事業のレジリエント

関西・
中国四国
共催

11月26日（火）高松市
サンポートホール高松
（第2小ホール）
高松市サンポート 2-1

京都大学大学院工学研究科
都市環境工学専攻　教授　伊藤 禎彦氏

人口減少下における水道システムを考える
〜浄水処理施設から水道料金問題まで〜

八戸圏域水道企業団
工務課課長　内宮 靖隆氏 強靭な水道施設に向けた管路耐震化

11月以降の開催予定

2019 年度ダクタイル鉄管協会セミナー  全国１２会場で開催

北海道支部

関東支部

関西支部

東北支部

九州支部
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●巻頭言は、８月１日付けで厚生労働
省医薬・生活衛生局水道課長に就任
された熊谷さんに執筆いただきまし
た。街歩きを趣味とされており、そ
の楽しみ方、そして水道との関わりに
ついて書かれています。また、７月９
日付で国土交通省水管理・国土保全
局下水道部長に就任された植松さん
には、特別寄稿として「下水道事業
の持続性向上への取り組み」として
執筆いただきました。

●座談会は、管路更新を促進する工事
イノベーション研究会について、座長
の滝沢教授とモデル事業体の職員の
皆様に、実際の現場でどういった問
題が発生しているのかを、ざっくばら
んに語り合っていただきました。新し
い取り組みを実施されていますので、

数々の場面で御苦労されています。
滝沢教授から「今後、水道事業体の
職員は水道事業で何をするのかを、
市長部局に理解していただかないと
いけません。水道事業体の職員は本
来、将来計画に対する責任を」とい
う言葉が印象的でした。この研究会
の取り組みが広がっていくことを期待
します。

●事業体の広報の取り組みについて執
筆いただいている事業体だより、今
号も 10 の事業体から原稿をいただき
ました。スタートした 92 号では４事
業体だったのですが、今では多くの
事業体から原稿をいただけるコーナー
となりました。他都市の取り組みを、
参考にしていただければ幸いです。
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編集後記

東京都千代田区九段南4丁目8番9号（日本水道会館）
電話03（3264）6655（代） ＦＡＸ03（3264）5075
大阪市中央区南船場4丁目12番12号（ニッセイ心斎橋ウェスト）
電話06（6245）0401 ＦＡＸ06（6245）0300
札幌市中央区北2条西2丁目41番地（札幌2・2ビル）
電話011（251）8710 ＦＡＸ011（522）5310
仙台市青葉区本町2丁目5番1号（オーク仙台ビル）
電話022（261）0462 ＦＡＸ022（399）6590
名古屋市中村区名駅3丁目22番8号（ 大東海ビル）
電話052（561）3075 ＦＡＸ052（433）8338
広島市中区立町2番23号（野村不動産広島ビル8階）
電話082（545）3596 ＦＡＸ082（545）3586
福岡市中央区天神2丁目14番2号（ 福岡証券ビル）
電話092（771）8928 ＦＡＸ092（406）2256








